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１．新しく始まった事業のご紹介

アンダンテにて、新しく津市障がい者相談支援センターサテライト事業がスター

トしました。これまでの相談支援より一歩進んだ事業になるよう期待されています。

サテライトでは、福祉施設や専門機関の紹介、福祉サービスの利用援助などのご

相談を来所（事前にアポ要）と電話にて受け付けております。地域での安心した暮ら

しを一緒に考えていきましょう。

＜相談受付時間＞

・月曜日～金曜日

・午前１０ :００～午後１５ :００

＜電話番号＞

０５９－２３８－０３０３

津市障がい者相談支援センター（津センターパレス３階）も相談窓口としてご利用

いただけます。

障害のある方や家族の方、関係機関の方からの幅広い相談をお受けし、様々な制

度やサービスを利用するためのお手伝いをします。また、ご希望に応じて他の専門

機関へのご紹介も行います。こちらは来所（事前にアポ要）・電話・訪問にて受け

付けております。障害手帳を取得されていない方もご利用いただけますので、お気

軽にご相談ください。

＜相談受付時間＞

・月曜日～金曜日（祝日除く）

・午前１０:００～午後１５:００

＜住所＞

〒５１４－００２７

津市大門７－１５ 津センターパレス３階

＜電話番号＞

０５９－２７２－４５５４
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いすず工房では、自動車関連・建築資材部品等の受託作業や、うどん・お弁当

の製造・販売、喫茶店の運営などの様々な就労の場を提供し、利用者様が地域の中

で充実した生活が送れるよう支援を行っています。

平成25年4月1日現在の利用者数は21名です。

２．就労継続支援B型事業所 いすず工房の紹介

いすず工房といすず亭 受託作業の様子

おいし～に！

いすず亭の準備の様子

うどんの仕込み カレー作り

お弁当の製造・販売

喫茶「待夢」（手前）と

「和み部屋」（奥）

おかずの種類も多く、ヘルシーですよ！ 「こころの医療センター」の中にありま

す。「和み部屋」では、たこ焼きやフラ

ンクフルトを販売しています。

小麦粉と塩水をきちん

と量って…
生地を熟成後、プレス・

カットします。

カレーうどんは、玉葱から

じっくり炒めて作ります。
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３．職員インタビュー

今年度から管理者として就任された、大瀬さんと高木さんにインタビューを行い

ました。

・日々の担当業務とそのやりがいについて教えてください。

利用者様との関わりを通して自分自身を発見できる（自己覚知）ことで、自分の生き

方、暮らし方、人生観が利用者様を支援していく上で大切なものさしになるということを

実感しています。今さらながら自分探しをさせていただけていることに感謝しています。

・お仕事で心がけていることは？

“気づき”です。「あれっ？」と感じる気持ちを持つことですね。髪型とか表情とか、

利用者様のちょっとした変化に気付けるような余裕の気持ちを持っていたいです。

・嬉しかったことや印象に残るエピソードを教えてください。

「大瀬さん」と名前を呼んで声をかけていただくことです。コミュニケーションはな

かなか難しいものですが、些細な言葉がけが糸口になることがありますね。利用者様から

「ちょっと相談してみようかな」と気軽に思っていただけるようになりたいです。

・今後の目標やトライしたいことはなんですか？

利用者の皆様が入院しなくても、ホームでの生活を継続出来るような暮らしの提供で

す。そのためにはどうしたらいいか、スタッフの皆様と力を合わせて、利用者様を支えて

いきたいです。私事的には、人生の後半期に入っていますが、ときめくような出会いを見

つけて、心豊かな暮らしを味わってみたいです。この先何があるのかな？ワクワクして

日々生きていきたいです。

・日々の担当業務とそのやりがいについて教えてください。
利用者様が仕事に取り組むことで生きがいを感じたり、それによってその方が喜んだり

楽しみを感じてくださることにやりがいを感じています。

・お仕事で心がけていることは？

どのような方にも好きなことや得意なことがあると思います。なので、その方の長所

（強み）を伸ばしていくような支援ができるように心がけています。

・嬉しかったことや印象に残るエピソードを教えてください。

クローバーハウスの利用当初は仕事に意欲的でなかった利用者様が、少しずつ前向き

に取り組んでくださるようになり、納品や新しい作業に挑戦する姿勢を目にした時が嬉し

かったですね。

・今後の目標やトライしたいことはなんですか？

工賃の向上ですね。利用者様の作業工賃がアップすることによって、仕事にやりがい

を感じたり、自立した生活を送って頂けるようになることが今後の目標です。新しい仕事

やプログラムを考えていき、柔軟なサービス提供ができるようにトライしていきたいです。

グループホーム管理者 大瀬 由美さん

クローバーハウス管理者 高木 剛さん
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4月1日より、新しいグループホーム「はるか」がオープンしました！

編集後記

新緑の美しい季節となりました。風薫る５月に29号を

お届けします。

編集委員：大瀬、林、粉川、河戸、竹花、渡辺

４．グループホーム「はるか」

新しい“私の暮らし”

はじまりました！


